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中学時代を思い出し父兄全員での合唱

● 定例会　（平成 29 年度一般会計補正予算 他）

● 決算認定（平成 28 年度）　健全な財政状況と判断

● 一般質問　（6 人が問う）

● あの一般質問は・今　（各指定管理の運営状況について）

● 紹介／がんばる人紹介　（農業委員会会長／道志中学校校長）

P２

P４〜５

P７〜12

P16

P17〜18

……………………………

……………………………………………………

……………………

………………

…………………………………

20170909



議会だより　No.36 （2）

９ 月
定例会
　9 月定例会は 9 月 12 日から 22 日まで開催され、平成 29 年度一般会計補正予算、29 年度 6 件の

特別会計補正予算、１件の条例制定、2 件の改正、平成 28 年度決算認定、28 年度 7 件の特別会計決

算認定などを審議し、原案通り可決承認しました。

おもな審議事項

平成 28 年度決算認定の審議
植草浩子水源林保全基金条例制定

●条例制定、改正を議決
・植草浩子水源林保全基金条例

・ 道志村各種委員等報酬並びに費用弁償条例の一部を改正する条例

・ 道志村介護保険条例の一部を改正する条例

　教育環境整備のため、30 人以下学級とし、義務教育費国庫負担金制度の国負担割合を二分の

一に復元し、教育予算の拡充を求める請願で、国の関係機関に意見書を提出。

● 30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担金制度拡充を図るための請願を採択

●平成 29 年度一般会計補正 4589 万円を追加、総額 19 億 8286 万円で議決

・村 税

・地方交付税

・繰 越 金

・村 債

2 8 万円

8 6 0 3 万円

1 4 2 6 万円

4 4 1 万円

（村民税、固定資産税、軽自動車税の調定額確定）

（普通交付税算定による増額）

（平成 28 年度決算による繰越金の確定）

（土木施設事業債）

・民 生 費

・農林水産業費

・商 工 費

・土 木 費

・教 育 費

5 0 1 万円

9 4 6 万円

5 1 9 万円

1 5 3 5 万円

 4 0 4 万円

（地域福祉計画作成委託料他）

（農道、水路等緊急修繕費他）

（観光費、道の駅エアコン設置費他）

（簡易水道事業特会繰出金、浄化槽事業特会繰出金他）

（道志小中学校備品購入費、公民館修繕費他）

お も な 財 源

おもな使いみち

●平成 29 年度特別会計補正 ５会計で 3496 万円を追加、6 会計総額 9 億 3128 万円で議決

・村 債

・繰 越 金

（過疎対策事業債他）

（介護保険特別会計他）

・基金積立金

・諸 支 出 金

・浄化槽事業費

1 1 7 0 万円

1 3 4 0 万円

8 6 0 万円

4 8 5 万円

1 6 8 0 万円

（介護給付費準備基金積立金他）

（国庫支出金、償還金他）

（浄化槽本体工事、宅内排水工事他）

お も な 財 源

おもな使いみち

条 例 制 定　1 件
条 例 改 正　2 件
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本定例会で行った、協議会での質疑の一部を紹介します。

植草浩子水源林保全基金条例の制定を下記のとおり決議
１、題名　植草浩子水源林保全基金条例

２、趣旨　道志村内の山林保全と森林環境整備を推進し水源の保護と育成の

　　ため計画活用する。

３、条例制定の背景等

寄付者、植草浩子（平成 28 年死去　生前住所・横浜市）は平成 21 年から平

成 28 年まで、横浜市の水源地である道志村に対し、山林保全の趣旨に

沿って総額 142 万円の寄付をしていたが、平成 28 年遺言公正証書によっ

て、道志村に対し 6877 万円の遺贈の意思が遺言執行者から示されたも

のである。道志村としては、検討の結果合計金額も多額の 7019 万円と

なることから本人の意志を尊重し同趣旨をもって寄付採納となった。

４、金額　70,190,000 円

５、施行期日　公布の日から施行する。

簡易水道特別会計への一般会計からの繰入金が増加
傾向にあるが、水道使用料は値上げできないか

Ｑ

Ａ 水道使用料の値上げは加入者数の減少にもつながり検討が必要である。

●基本的収入は水道使用料のみである

議案等の質疑ＡＡQQ＆＆
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＊学校建設費  ４億７１９       万円など  
【一般会計２３億７０６４万円・特別会計　（７会計の合計）８億４０５９万円】

総額 32 億円

＊平成 28 年度分工事請負費　　　　　　　　　　　　３億 8541 万円
　その他の費用（外構工事、備品整備 他）　　　　　　  8618 万円

平成２８年度    一般会計の決算

平成２８年度    特別会計の決算

■ 歳入（はいってくるおかね）……　２４億 ８７６９万円

■ 歳出（どうつかわれたか）………　２３億 ７０６４万円

■ 歳入歳出差引（のこったおかね）         １億 １７０５万円

繰越事業に充当するお金　　　　　　　　 　   ３５４２万円

純繰越金（29 年度の事業で使うお金）         　　８１６３万円
（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）

会　　 計 　　名 歳   入   総   額 歳   出   総   額

国 民 健 康 保 険 3 億 4589 万円 3 億 2728 万円
国民健康保険診療所 1 億 1483 万円 1 億 1483 万円
簡 易 水 道 事 業 7084 万円 6788 万円
介 護 保 険 2 億　943 万円 1 億 9445 万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 131 万円　 131 万円
浄 化 槽 事 業 9365 万円 9355 万円
後 期 高 齢 者 医 療 4130 万円 4130 万円
合　　　　　　　計 8 億 7725 万円 　　　8 億 4060 万円
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＊学校建設費  ４億７１９       万円など  
【一般会計２３億７０６４万円・特別会計　（７会計の合計）８億４０５９万円】

【一般会計の目的別歳出】

平成 28 年度
決算認定

●議会費
　２８年度　　　４１１５万円
　２７年度　　　４４２３万円

●総務費
　２８年度　３億６２９６万円
　２７年度　３億２５８７万円

●衛生費
　２８年度　１億　４８１万円
　２７年度　１億　３９４万円

●土木費
　２８年度　１億５８３５万円
　２７年度　２億１３８４万円

●公債費（借金の支払い）

　２８年度　２億８３８１万円
　２７年度　２億７７３０万円

●民生費
　２８年度　２億７１２２万円
　２７年度　２億３１２５万円

●農林水産業・商工費
　２８年度　２億３４３９万円
　２７年度　２億６２９０万円

●消防費
　２８年度　１億１４９０万円
　２７年度　１億　７４８万円

●災害復旧費
　２８年度　　　　　　　０円
　２７年度　　　２８０９万円

★ 災害事業０件の為

●教育費
　２８年度　６億３７８２万円
　２７年度　７億５０３０万円

★ 小学校建設費含む

●諸支出金
　２８年度　１億６１２４万円
　２７年度　１億１８２６万円

監査結果　財政の健全化判断比率の指標
は、実質公債比率において昨年度の 6.1％とほ
とんど変わらず 6.2％の為、早期健全化基準
25％を大きく下回っている、健全な財政状況
であると判断する。また、各課の事務、事業
執行状況については適正に処理されている。
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一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

   
村
政
を
問
う

※
一
般
質
問
の
形
態
・
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
９

月
定
例
会
か
ら
一
問
一
答
方
式

を
試
行
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

９月定例会一般質問一覧

６
人
の
議
員
が
質
問

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き

 

ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

 

11
月
上
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
次
回
定
例
会
は
12
月
に
開
催
し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

　

本
会
議
10
人
（
席
の
都
合
上
）

・
９
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

　

本
会
議
６
人

・
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

 　

☎
 ０
５
５
４

－

52

－

２
１
１
２

■ 佐藤　一仁 議員
１. 防災トンネルの実現性は
２. 人口減少問題は
３. 道志版サテライトオフィス構想は
４. 遠隔診療導入時の連携医療機関は
５. 公共交通システムの形態と実施時期は

■ 杉本　孝正 議員
１. 総合戦略の 28 年度目標達成は
２. 学童保育所どうしっこの活用は
３. 中学校授業での ICT を活用した RESAS は

■ 佐藤　長久 議員
１. 社会福祉協議会の職員体制は

■ 佐藤　和彦 議員
１. 現在使用していない公共施設の対策は
２. 公共交通ニーズ調査等の経緯は

■ 山口　博康 議員
１. 国道 413 号交通事故防止対策は
２. 農政推進と食用菊の今後の見通しは

■ 大田　博文 議員
１. 効果的な交通手段の整備は
２. 保育所の移転計画は
３. 役場庁舎の建て替え計画と今後の方向性は
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Ａ 佐藤一
かずひと

仁  議員

佐
藤

　

道
坂
ト
ン
ネ
ル
（
防
災
）

完
成
ま
で
の
計
画
と
、
期

成
同
盟
会
の
開
催
結
果
、

及
び
同
ト
ン
ネ
ル
内
に
防

災
備
蓄
倉
庫
を
備
え
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

持
た
せ
た
防
災
ト
ン
ネ
ル

の
実
現
性
は

　

平
成
27
年
7
月
山
梨
県
道

路
整
備
推
進
協
会
に
21
番
目

で
加
盟
し
て
現
在
、
県
・
国

へ
要
望
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ

ル
事
業
化
の
時
期
は
明
確
で

は
な
い
が
、
事
業
化
し
て
完

成
ま
で
の
時
間
は
８
年
～
12

年
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

期
成
同
盟
会
は
日
程
が
合

わ
ず
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
が

時
期
を
み
て
開
催
し
ま
す
。　

防
災
ト
ン
ネ
ル
に
備
蓄
倉
庫

を
備
え
た
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能

を
持
つ
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
は

今
後
関
係
各
所
に
要
請
活
動

を
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
定
住
人
口
を
増
や

す
と
し
て
き
た
が
、
４

年
前
に
比
べ
１
４
８
人

減
少
し
て
い
る
主
な
要

因
は
何
か
。

　

ま
た
、
今
後
定
住
人
口

増
加
実
現
の
た
め
の
具
体

策
は

　

村
内
に
新
し
い
仕
事
を

　

創
り
移
住
を
促
進

　

平
成
25
年
か
ら
の
人
口
減

少
は
、
出
生
率
の
低
下
と
自

然
減
の
増
加
、
社
会
的
な
転

出
も
要
因
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
人
口
増
加
の
具
体

策
は
村
内
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の

仕
事
を
創
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
の
出
先
機
関
で
あ
る
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
提
供

し
移
住
推
進
と
同
時
に
住
宅

支
援
、
子
育
支
援
も
し
ま
す
。

　

道
志
版
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
構
想
の
具
体
的
内

容
と
推
進
日
程
は

　

県
と
協
議
し
方
針
決
定

　

道
志
村
の
立
地
条
件
を
活

用
し
た
構
想
を
企
画
し
て
提

案
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
梨
県
地
域
創
生

人
口
対
策
課
と
協
議
を
進
め

な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

　

遠
隔
診
療
を
導
入
す
る

と
し
て
い
る
が
、
村
外
の

連
携
す
る
医
療
機
関
は
何

処
か
。
時
期
と
具
体
策
は

　

県
及
び
関
係
機
関
と

　

協
議
を
進
め
検
討

　

村
の
診
療
施
設
と
最
先
端

医
療
技
術
を
有
す
る
医
療
機

関
と
医
療
協
定
を
結
ぶ
必
要

が
あ
り
、
今
後
、
県
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
相
手

先
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム（
通

学
、
通
勤
、
通
院
、
買
い
物
）

の
構
築
を
推
進
す
る
と
の

方
針
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
形
態
と
実
施
時
期
は

　　

ニ
ー
ズ
調
査
を
し
て
検
討

　

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
、

経
費
検
討
を
行
い
民
間
法
人

を
育
成
す
る
か
、
指
定
管
理
、　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
運
営
が
良
い
の
か
検

討
し
ま
す
。

　

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
検

討
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
予

算
化
を
協
議
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

防災トンネルの実現性はＱ
現在期成同盟会を設立事業化を推進中

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長
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佐
藤

社会福祉協議会の職員体制は
誠意と熱意のある人材を確保

　

社
協
の
職
員
体
制
は
、
女

性
職
員
の
定
着
に
課
題
が
あ

り
、
期
待
さ
れ
て
い
る
多
く

の
事
業
を
実
施
す
る
に
は
困

難
と
思
う
が
、
対
策
は

　

平
成
27
年
以
降
、職
員
の
退
職
・

採
用
は
あ
り
ま
し
た
が
、
個
人
の

事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
地
域
福
祉
に
誠
意
と
熱
意
の
あ

る
人
材
確
保
と
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
て
い

く
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
協
の
会
長
を
村
長
以
外

の
者
が
務
め
る
こ
と
は

　

定
款
に
基
づ
き
選
任

　

会
長
選
任
は
、
定
款
に
よ
り
、

理
事
会
の
議
決
に
よ
り
理
事
の
中

か
ら
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
村
長
が
務
め
て
い
る
の
は
、

行
政
福
祉
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

地
域
福
祉
活
動
を
指
揮
す
る
者
を

一
つ
に
し
、
効
果
的
及
び
効
率
的

に
福
祉
事
業
を
進
め
て
き
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
会
長
の
選
任
は
、
定

款
に
基
づ
き
村
長
以
外
の
理
事
の

中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
も
、
あ
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

財
政
に
対
す
る
認
識
と
見

通
し
は

　

必
要
な
財
政
支
援

　　

社
会
福
祉
法
人
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
関
係
者
な
ど
の
参
加
・
協

力
で
組
織
さ
れ
、
自
主
性
と
、
公

共
性
と
い
う
２
つ
の
側
面
を
合
わ

せ
持
っ
た
、
民
間
非
営
利
組
織
で

す
。
今
後
も
行
政
と
連
携
を
密
に

し
、
必
要
な
財
政
支
援
を
行
い
、

「
ほ
っ
と
か
な
い
村
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
志
村
社
協
と
山
梨
県
社

協
と
の
関
係
は

　

相
互
の
連
携
を
図
る

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
全
国

に
設
置
さ
れ
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
活
動
を
進
め
て
い
る
団

体
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
相
互
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
協
の
内
部
監
査
は
機
能

し
て
い
る
か

　

機
能
は
果
た
し
て
い
る

　

監
事
の
職
務
及
び
権
限
は
、
定

款
で
定
め
て
お
り
、
理
事
の
職
務

の
執
行
を
監
査
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
監
事
に
よ
り
内
部
監
査

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
充
分
機
能

は
果
た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

社
協
の
重
要
な
役
割
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
指
導
が

あ
る
が
、
参
加
見
通
し
と
、

現
在
の
職
員
体
制
で
事
業
遂

行
に
支
障
は
な
い
か

　

職
員
体
制
の
充
実
を
図
る

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
重
要
な
役
割
の

一
つ
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

事
業
計
画
の
重
点
目
標
の
一
つ

に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
体
制

の
充
実
」
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

状
況
は
、
４
つ
の
組
織
が
あ
り
、

会
員
の
協
力
と
努
力
に
よ
り
増
員

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
務
局
と
し

て
も
、職
員
体
制
の
充
実
を
図
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
人
、
受
け

る
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
地
域

福
祉
活
動
が
推
進
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。（

再
質
問
あ
り
）

Ｑ
Ａ 佐藤長

ながひさ

久  議員

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

住
民
健
康
課
長

住
民
健
康
課
長

住
民
健
康
課
長

住
民
健
康
課
長

住
民
健
康
課
長

住
民
健
康
課
長
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Ａ 山口博
ひろやす

康  議員

山
口

　

年
間
30
〜
40
件
の
交
通

事
故
が
発
生
し
、
特
に
バ

イ
ク
事
故
が
多
く
、
山
伏

峠
で
は
死
亡
事
故
も
発
生

し
ま
し
た
。

　

事
故
防
止
と
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
は
、
強

力
な
交
通
安
全
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
が

　

近
年
４
１
３
号
線
は
知
名

度
も
向
上
し
、
バ
イ
ク
に
加

え
自
転
車
で
の
交
通
量
も
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
７
月
９
日
に
は
安
協
道

志
支
部
と
山
梨
県
警
、
神
奈

川
県
警
合
同
に
よ
り
バ
イ
ク

を
対
象
に
し
た
街
路
指
導
を

実
施
し
、
７
月
末
に
も
夏
の

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
を

道
の
駅
ど
う
し
内
で
開
催
し
、

事
故
防
止
に
対
す
る
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
死
亡
事
故
発
生
現

場
へ
村
担
当
職
員
・
大
月
警

察
署
・
県
建
設
事
務
所
職
員

と
出
向
き
、
路
肩
へ
の
ポ
ー

ル
設
置
や
段
差
舗
装
の
修
繕

等
、
道
路
構
造
上
の
問
題
点

も
改
善
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
交
通
事
故
防
止
策
を

講
じ
ま
す
。

　

食
用
菊
の
試
験
栽
培
で

ハ
ウ
ス
全
体
に
作
付
が
さ

れ
て
い
な
い
原
因
は
。
ま

た
、
販
路
と
今
後
の
見
通

し
は

　　

原
因
究
明
中
、
今
後
は

　

村
内
農
業
者
へ
普
及
を

　

図
る

　

食
用
菊
は
、
現
在
試
験
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
の
品
種
は
生
育
状
況

が
悪
く
、
農
務
事
務
所
と
県

技
術
セ
ン
タ
ー
で
原
因
究
明

中
で
す
。
判
明
後
は
、
次
回

か
ら
の
栽
培
に
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

販
路
は
、
試
験
栽
培
中
は

道
の
駅
で
販
売
と
手
作
り

キ
ッ
チ
ン
で
の
使
用
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
試
験

販
売
の
収
支
結
果
を
み
て
、
推

奨
作
物
と
し
て
村
内
農
業
者

へ
の
普
及
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
法
人
「
ど
う

し
食
と
農
の
環
」
の
事
業

内
容
で
、
農
地
景
観
保
全

と
農
産
物
栽
培
は
景
観
保

全
上
と
て
も
よ
い
対
策
と

思
う
が
役
場
と
の
協
力
関

係
は
。
ま
た
、
今
後
の
指

導
方
針
は

　

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

　

な
る
の
で
今
後
も
助
成

　

村
内
で
唯
一
の
農
地
所
有

適
格
法
人
で
あ
る
「
ど
う
し

食
と
農
の
環
」
に
つ
い
て
は
、

本
村
の
農
地
の
景
観
保
全
と

荒
廃
農
地
の
減
少
対
策
の
一

翼
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
、

立
ち
上
げ
時
か
ら
農
機
具
の

貸
与
、
水
田
活
用
交
付
金
等

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
支
援
方
針
は
、
荒

廃
農
地
の
減
少
・
景
観
保
全

は
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

点
か
ら
も
必
要
な
施
策
で
あ

る
と
考
え
ま
す
の
で
法
人
・

個
人
問
わ
ず
今
後
も
必
要
に

応
じ
て
助
成
を
考
え
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

国道 413 号交通事故防止対策は
関係機関と連携し、交通事故防止対策を行う

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

国道 413 号危険箇所及び事故多発地点
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佐
藤

現在使用していない公共施設の対策は
庁内ワーキングで検討開始

　

平
成
28
年
度
に
公
共
施

設
管
理
計
画
が
策
定
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
10
年
以

上
も
使
用
し
な
い
で
管
理

費
が
か
か
っ
て
い
る
施
設

が
数
件
あ
り
ま
す
。
今
後

の
対
策
は

　

道
志
水
源
の
森
に
つ
い
て

は
、「
郷
土
芸
能
保
存
伝
習

館
（
野
外
音
楽
堂
）」
を
含
め
、

９
月
中
に
指
定
管
理
者
を
公

募
し
、
事
業
者
か
ら
使
用
方

法
に
つ
い
て
提
案
を
い
た
だ

く
中
で
取
り
壊
し
も
含
め
利

用
方
法
に
つ
い
て
方
向
性
を

定
め
て
行
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
源
の

森
以
外
の
公
共
施
設
で
10
年

以
上
使
用
し
て
い
な
い
物
件

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
使

用
し
て
な
い
物
件
に
つ
い
て

は
、
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お

い
て
、
検
討
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度

以
降
使
用
し
て
お
ら
ず
、
老

朽
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
解
体
の
方
向
で
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
に
通
っ
て
い

る
生
徒
は
、
吉
田
方
面
13

名
、
大
月
都
留
方
面
に
18

名
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習

塾
等
に
通
っ
て
い
る
中
学

生
な
ど
も
い
ま
す
。
こ
の

中
に
は
定
期
バ
ス
の
時
間

帯
が
合
わ
ず
、
送
迎
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
保
護

者
が
い
ま
す
。
道
志
村
総

合
計
画
に
は
公
共
交
通
の

ニ
ー
ズ
調
査
、
公
共
交
通

体
制
の
導
入
検
討
・
充
実

と
あ
る
が

　　

本
年
度
か
ら
検
討
を
開
始

　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

た
道
志
村
総
合
計
画
の
中
で
、

公
共
交
通
の
維
持
、
充
実
と

あ
り
、
指
標
に
つ
い
て
も
満

足
度
の
数
値
を
現
状
31
％
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
に
40
％

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
検
討

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
実
際
に
通
学
等
で
不

便
を
か
け
て
い
る
父
兄
等
に

ＱＡ

Ｑ
Ａ

老朽化が著しいグリーンロッジ

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
経
費

算
出
や
運
営
方
法
等
、
検
討

し
ま
す
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
、
で
き
る
限
り
早
急
に
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

村
長

佐藤和
かずひこ

彦  議員

総
務
課
長
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村
長

Ａ 杉本孝
たかまさ

正  議員

杉
本

　

道
志
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
の
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
、
数
値
目
標

及
び
施
策
の
重
要
業
績
評

価
指
標
を
設
定
し
、
年
度

ご
と
に
施
策
の
実
施
状
況

及
び
目
標
達
成
状
況
を
検

証
し
て
い
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
導
入
す
る
と
あ

る
が
、
平
成
28
年
度
の
目

標
達
成
状
況
は　

　

平
成
28
年
度
の
基
本
目
標

１
の
数
値
目
標
を
移
住
者
の

増
加
数
年
間
８
名
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
の
増
加

数
10
名
と
な
り
数
値
目
標
は

達
成
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
目
標
２
の
数
値
目
標

は
出
生
率
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
１
・
43
で
し

た
。
平
成
31
年
度
の
目
標
値

１
・
58
の
達
成
に
向
け
て
戦

略
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
21

日
に
第
３
回
道
志
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
推
進
会
議
を
開
催
し
、
平

成
28
年
度
末
の
基
本
目
標
数

値
及
び
Ｋ
Ｐ
Ｉ
数
値
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
所
ど
う
し
っ

こ
の
活
用
は
特
色
あ
る
学

習
環
境
の
整
備
を
掲
げ
、

塾
と
連
携
し
た
地
域
の
力

の
強
化
を
図
る
と
し
、
長

田
村
長
の
公
約
の
中
に
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

塾
等
の
設
置
を
推
進
す
る

と
あ
る
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は

　

学
習
塾
開
設
の
検
討

　

大
手
学
習
塾
経
営
会
社
か

ら
「
学
習
支
援
塾
の
提
案
」

を
い
た
だ
き
、
学
習
塾
開
設

の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
習
塾
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

村
内
で
開
設
し
て
い
る
塾
等

と
の
調
整
と
、
指
導
形
式
に

つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
す
。

学
童
保
育
施
設
は
学
校
と
同

じ
敷
地
内
に
あ
る
の
で
指
導

場
所
と
し
て
は
最
適
と
考
え

ま
す
が
、
指
導
時
間
や
指
導

形
式
を
決
め
て
か
ら
指
導
場

所
の
選
定
を
検
討
し
ま
す
。

　

中
学
校
の
授
業
で
行
っ

て
い
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
授
業
の
実
践
や
地
域

経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
を
利
用
し
た

村
づ
く
り
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
状

況
は

　

７
月
か
ら
実
施

　

公
益
財
団
法
人
山
梨
総
合

研
究
所
の
支
援
で
、
７
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
は
、
基
本
研

修
、
操
作
演
習
を
行
い
、
地

域
の
状
況
を
把
握
す
る
中
で
、

課
題
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
や
課
題
を
生
徒

の
視
点
で
考
え
、
学
習
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷

土
へ
の
思
い
を
深
め
る
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

総合戦略の28年度目標達成は
移住者の増加目標は達成

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

教
育
長

教
育
長

学童保育所　どうしっこ
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大
田

効果的な交通手段の整備は
住民ニーズを把握し効果的な運用を図る

　

総
合
計
画
の
中
に
、
村
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
効
果

的
な
バ
ス
路
線
や
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
交
通

手
段
の
整
備
、
導
入
に
向

け
た
検
討
が
必
要
あ
る
が
、

地
域
全
体
で
の
公
共
交
通

を
支
え
る
手
法
と
は

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

効
果
的
な
運
用
を
図
る
た
め

の
検
討
に
な
り
、
法
人
の
育

成
支
援
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
活
用
か
、
需
要
調
査

と
、
経
費
負
担
も
考
慮
し
決

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
住
民
の
足
の
確
保
と
し

て
、
公
と
し
て
関
わ
る
必
要

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
急
傾
斜
地

の
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
保
護
者
が
安
心

し
て
預
け
る
事
が
出
来
る

施
設
を
検
討
す
る
必
要
は

　
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　

計
画
」
の
中
で
検
討

　

現
在
の
保
育
所
は
、
新
耐

震
基
準
を
備
え
た
建
物
で
す

が
、
保
育
所
周
辺
は
急
傾
斜

地
の
警
戒
区
域
の
為
、
毎
年

山
梨
県
土
整
備
部
砂
防
課
に

も
現
地
の
危
険
度
調
査
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
施
設
整
備
は
、
現

在
の
保
育
所
施
設
が
建
築
後

20
年
で
、
新
建
築
基
準
を
備

え
て
い
る
の
で
、
今
後
は
「
道

志
村
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
等
の
中
で
検
討
し
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
は
、
建
築
か

ら
50
年
以
上
を
経
過
し
、

耐
震
性
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。
庁
舎
の
建
て
替
え

を
検
討
し
た
事
は

　
「
庁
内
検
討
委
員
会
」
で

　

協
議

　

平
成
23
年
か
ら
学
校
校
舎

と
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
及

び
建
替
え
検
討
を
開
始
し
、

庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置
。

結
果
、
耐
震
性
の
判
断
か
ら
、

小
中
学
校
校
舎
の
検
討
を
早

期
に
行
っ
た
。
平
成
25
年
３

月
、
役
場
庁
舎
建
設
に
か
か

る
基
金
条
例
を
設
置
し
積
立

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
方
向
性
と
村
民

の
意
見
や
意
向
は
反
映
さ

れ
る
か

　

村
民
で
構
成
す
る
庁
舎

　

検
討
委
員
会
を
設
置

　

現
役
場
庁
舎
は
、
既
に
51

年
経
過
し
て
お
り
、
防
災
拠

点
施
設
と
し
て
も
、
早
急
に

庁
舎
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

村
民
の
意
向
を
伺
う
為
、

村
民
で
構
成
す
る
庁
舎
検
討

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ
Ａ

役場庁舎

委
員
会
を
設
置
し
、
職
員
で

構
成
す
る
庁
内
検
討
委
員
会

で
協
議
を
進
め
、
最
終
的
に

は
、
委
員
会
で
の
検
討
事
項

は
、
村
長
が
答
申
を
受
け
、

財
政
面
で
の
検
討
を
行
い
、

役
場
庁
舎
の
方
向
性
を
定
め

ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

大田博
ひろふみ

文  議員

総
務
課
長

住
民
健
康
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長
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●四市村議員交流に参加　

●議長・議会運営委員長 行政視察

平成 29 年 7 月 5 日   

平成 29 年 7 月 20 〜 21 日

　上野原市議会の呼びかけで、丹波山村・小菅村・
道志村の議会議員が上野原市営桂川野球場に集まり、
グランドゴルフをして交流しました。
　当日は、37 名が集まり 8 チームに分かれ試合を
行いました。試合終了後、会場を移して懇親会を行い、
意見交換をするなかで、何か共同でできることがあ
れば、お互いに参加を呼びかけることになりました。

●四市村議員交流講演研修会に参加 平成 29 年 8 月 31 日

　上野原市議会主催による講演研修会に参加しました。
　都留市・大月市議会・丹波山・小菅・道志村議会
議員 50 名が出席し、講師に都道府県議会議長会議会
制度研究アドバイザーの野村稔先生を招き「議会の
活性化について」地方議会のあり方など、自身の経
験を交えお話をされました。　
　地方議会の役割として執行機関を監視し、政策を
提言する議会、二元代表制の意義など、また、議会
改革について議員報酬や議員定数について、減らす
ことが議会の改革ではないなどのお話がありました。

　今回の講演会に参加し、郡内東部地区の議会議員の多くの方々と顔見知りになりました。

　長野県飯綱町議会及び小川村・縄文おやき村視察。飯綱
町議会議長は、7 期当選し議会改革を永年手がけた人でし
た。特に、議会白書作成、政策活動議員としての自負、9
月に来年度予算についての要望を行う等、大変参考になり
ました。
　小川村・おやき視察は、1 車線で交互通行のできない道
路を、15 分走った山奥で生産販売している。なぜ山奥か。
運転できないお年寄りが歩いて集まれる場所で、その土地
で取った農産物を持ち寄り、昔ながらの方法で作って販売
している。不便を逆手にとって活動している状況でした。 飯綱町議会との意見交換会

議 会 活 動 報 告

グラウンドゴルフ開会式

上野原市役所にて
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議  会  活  動  報  告
●Ｈ29 年度山梨県東部広域連合一般会計予算　平成 29 年 4 月 1 日   

※養護老人ホーム大鶴楽生園の廃園に伴い道志村の負担金は前年対比 1,284 千円増加しています。
※東部広域連合は養護老人ホーム大鶴楽生園の廃園手続きを進めており、平成 29 年 12 月末ま
でに入所者の転出と平成 30 年 3 月末までに全ての手続きを完了する予定です。

●第７回婚活 in どうし 清流のクレソンと魚つり 平成 29 年 9 月 10 日

　結婚相談員主催による婚活が開催されました。議会では、参加者の送迎や BBQ 会場の設営な
どをお手伝いしました。
　当日は 26 名（男女各 13 名）の参加をいただき、クレソン畑でクレソン収穫体験、試食やクレ
ソンジュースを作りました。また、フィッシングセンターで魚つりと BBQ で盛り上がりました。
５組がマッチングしお付き合いが始まりました。

区　分 平成 29 年度　　　Ａ 平成 28 年度　　　Ｂ Ｂ－Ａ
歳入、歳出金額 217,205 229,558 △ 12,353

（１）歳入、歳出予算状況表

（２）構成市村分担金明細

（単位：千円）

（単位：千円）

　　　   　区分
 市町村

広域計画 介護認定 養護老人
ホーム 情報公開 障害認定 公平委員会 計

都 留 市 16,906 11,351 9,129 54 552 108 38,100
大 月 市 14,730 12,671 10,949 53 622 127 39,152
上 野 原 市 13,633 11,337 9,898 49 618 74 35,609
道 志 村 2,107 1,755 1,133 32 56 11 5,094
小 菅 村 1,415 1,326 1,184 30 44 9 4,008
丹 波 山 村 1,276 1,221 1,111 30 55 7 3,700
大月都留広域 － － － － － 7 7

計 50,067 39,661 33,404 248 1,947 343 125,670

流しそうめんで舌鼓 フリータイム
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議  会  活  動  報  告

●総務文教常任委員会の活動 平成 29 年 9 月 1 日

●建設厚生常任委員会の活動　 平成 29 年 8 月 22 日   

　水カフェどうしの取り組みについて、地方創生加速化交付
金の効果検証について議題として第３回目の検証を行いまし
た。水カフェどうしの運営状況と、道志村の PR や移住ガイ
ドの取り組み状況等について説明を受け、入り込み客数と移
住相談件数などＫＰＩの達成はしたものの、本村の移住者受
け入れ住宅の選択肢が少ないなどの課題がある、移住者を含
めた公営住宅の建設を進める事、空き家バンク登録の物件を
増加させる事、また、水カフェどうしの集客には季節ごとの
レイアウトなど工夫も必要である旨早急な改善を求めた。 空き家バンク登録家屋

●町村議会広報編集委員行政視察（石川県内灘町） 平成 29 年 8 月 23 〜 24 日

　山梨県町村議会広報研究協議会主催の行政視察に参加
しました。内灘町では、議会だより編集特別委員会により
議会だよりが作成されており、町村議会広報全国コンクー
ルにおいて、何度も入賞しており発行回数も 130 号を数
えています。
　議会広報の取り組み、編集、今後の課題をテーマに、２
時間以上活発な意見交換が行われ、大変参考になり、今
後の議会だより編集に役立て、読みやすく、読まれる議
会だより作りをして行きたいと思います。内灘町広報委員との意見交換

　9 月 1 日に公民館小会議室において、委員会を開き
ました。昨年より進めてきた、小中一体校舎における
問題点や小中一貫教育に向けての課題について、昨年
度末に小学校からは、アンケート方式で回答をいただ
きました。
　今回の会議において、1 学期が終わり実際の共同生
活の中で出た成果や課題、また 2 学期に予想されるこ
となどについて、アンケート及び聞き取り調査などを
実施することを決めました。

道志小・中学校一体校舎
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質
問

答
弁

平
成
26
年
3
月
定
例
会

議会の考え

質
問

答
弁

平
成
28
年
12
月
他
２
件
定
例
会

新
た
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
建
設
予
定
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
件

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
︒

村
内
の
西
部
へ
用
地
を
確

保
し
近
隣
の
住
民
の
協
力

を
得
て
実
現
す
る
︒

各
指
定
管
理
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

12
の
施
設
を
管
理
委
託
施
設

と
し
て
・
毎
年
度
、
事
業
報

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

運
営
状
況
を
把
握
し
て
い
る
︒

その結果今は

①過疎地域自立促進計画に位置付けている。
②平成 26 年に関係機関と専門家等で検討
した候補地を中心に検討する。

現在は、幾つかの施設は、老朽化が進み使
用出来ないものや、赤字の為業者が撤退し
てしまって、使用してない施設がある。

空いている施設については、
早めに、公募などで幅広く使
用事業者を募集、選定する
ことで赤字削減を図ること。

道志村としても必要性の高
い施設であり早急に検討、
実現すべきである。

あの一般質問は今…

水源の森入口大室指地区場外離着陸場
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紹 
介
しょうかい

　

本
年
７
月
、
農
業
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

た
る
任
務
は
農
地
転
用
の
審

査
・
農
地
の
利
用
状
況
調
査

位
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い

ざ
、
就
任
す
る
と
、
そ
れ
ら

の
他
に
農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
や
農
業
の
担
い
手
の

育
成
・
確
保
の
取
り
組
み
等

も
含
ま
れ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
前
者
の
作
業
は
、
何

と
か
出
来
る
と
安
易
に
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
後
者
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
農
地
（
土

壌
）
の
特
質
・
農
業
者
の
事

情
・
過
疎
と
高
齢
化
対
策
・

社
会
情
勢
の
推
移
の
把
握
等

の
課
題
が
数
多
く
、
解
決
に

は
、
多
岐
に
及
ぶ
知
識
に
精

通
す
る
事
が
必
須
条
件
で
あ

り
、
浅
学
非
才
の
身
に
は
、

力
不
足
と
心
配
で
す
。
自
然

の
営
み
の
下
で
の
農
業
は
、

本
来
の
作
業
の
他
に
鳥
獣
や

病
害
虫
と
も
付
き
合
わ
ね
ば

な
ら
ず
、
精
根
込
め
た
土
地

は
、
命
の
源
と
な
る
食
物
を

生
み
出
し
て
く
れ
ま
す
。（
少

な
か
ら
ず
自
然
の
妨
害
が
有
り
。）

同
時
に
四
季
折
々
に
変
え
る

姿
―
富
士
を
背
に
里
の
山
々

や
草
花
・
清
流
そ
し
て
青
い

稲
を
波
打
た
せ
渡
り
来
る
風

等
が
織
り
な
す
様
―
は
一
幅

（
服
）
の
絵
で
あ
り
清
涼
剤
と

な
り
一
時
の
憩
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
特
に
都
会
の
喧

騒
を
離
れ
訪
れ
来
る
人
々
の

心
身
を
癒
す
最
良
の
回
復
剤

と
な
り
ま
す
。
こ
の
様
に
農

業
は
、
食
料
の
確
保
、
国
土

の
保
全
、
地
域
文
化
の
継
承
、

水
源
の
涵
養
、
教
育
的
機
能

等
、
多
面
な
役
割
が
有
り
、

正
に
農
業
は
国
の
礎
で
あ
る
。

新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
と
な

り
少
数
の
農
業
委
員
で
す
が
道

下善之木地区のそば畑風景

地域おこし協力隊による野菜栽培

農
業
委
員
会

会
長　

佐   

藤　

高   

正

志
村
の
農
業
活
性
化
の
た
め
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
叡
知
を

持
つ
先
輩
方
と
進
取
の
気
性
に

富
む
若
人
の
協
力
を
頂
き
、
調

和
す
る
「
郷
」
達
成
の
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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編
集
後

記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

地域や家庭と共にある学校を目指して
　

赴
任
し
て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
豊

か
な
自
然
、
小
中
一
体
型
の
新
校
舎
、

そ
し
て
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む

子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

過
日
の
学
園
「
若
鮎
祭
」
で
は
、
多

数
の
保
護
者
・
来
賓
・
地
域
の
方
の
温

か
い
声
援
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
演

技
・
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
に
は
、
地
区
ご
と
、
お
弁
当
や
持
ち

寄
っ
た
お
か
ず
を
広
げ
、
楽
し
く
会
食

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
う
ち
の

子
、
よ
そ
の
子
の
区
別
な
く
、
子
ど
も

を
地
域
の
宝
と
し
て
、
見
守
り
育
て
て

い
く
道
志
の
温
か
い
風
土
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

多
感
な
中
学
時
代
は
、
多
く
の
大
人

が
関
わ
る
こ
と
で
情
緒
的
な
安
定
が
図

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
失
敗
を
恐
れ

ず
思
い
っ
き
り
挑
戦
が
で
き
、
新
し
い

自
分
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
道
志
の
も
つ
風
土
を
大
事

に
し
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
も
、
今
ま
で
以
上
に
、
授
業
や
諸
活

動
に
保
護
者
や
地
域
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、

地
域
の
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
学
習
や

体
験
す
る
場
を
設
け
、
ふ
る
さ
と
道
志

に
誇
り
と
愛
着
を
も
っ
た
子
ど
も
の
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
や
家
庭
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深

め
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
を
目
指
し

て
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道志中学校

校長　輿石   信
まこと

   

　

９
月
議
会
も
終
わ
り
議
会
だ
よ
り

第
36
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
編
集
も
２
周

目
に
入
り
、
こ
の
1
年
間
各
種
の
研

修
、
他
市
町
村
の
先
進
的
な
議
会
広

報
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ
た
。
そ

こ
で
こ
れ
か
ら
「
ど
う
し
議
会
だ
よ

り
」
の
編
集
を
よ
り
見
や
す
い
も
の

に
し
て
い
く
の
は
、
な
に
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
基

本
原
則
は
、
あ
り
の
ま
ま
に
、
住
民

と
共
に
、
分
か
り
や
す
く
、
と
い
う

こ
と
を
学
習
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
基
本
原
則
を

守
り
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報

編
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
長
久
）　　
　
　


